第13事件　医員派遣に関する汚職
法学部4年　鈴木龍司
【事案】

Ａ：県立医大教授（救急医学教室）、同附属病院救急科部長

　　自分の「医局」に属する医師を、他の特定の病院へ派遣していた。

被告人：派遣先の病院の経営者

　　　　派遣への謝礼の趣旨で、Ａに対し金銭を供与
【争点】
「医局制度に基づく医師の派遣」が「職務密接関連行為」にあたるか？
・「医局制度に基づく医師の派遣」
　　　「医局」　≠　医大，附属病院

・「職務密接関連行為」
　　　贈賄　←　収賄　←　「職務」　←　職務密接関連行為

【裁判所の判断】
＜第一審＞
　　→賄賂にあたると認定、有罪（懲役1年6月、執行猶予3年）

　　　　・職務密接関連行為と認定

　＜控訴審＞
　　→控訴棄却、一審を維持
＜上告審＞
　　→上告棄却
　　　　・Ａは、地方公務員として、医師を教育指導する権限を持つ

　　　　・Ａは、医局構成員の人事について、事実上最終的な決定権を持つ

　　　　・関連病院への医師の派遣は教育指導及び教員養成上重要な意義を有していた
【検討】
・職務密接関連行為の判断基準
・では、Ａはどうすればよかったのか
　　お金をもらったのが悪かったのか？
　　関連病院のみへの派遣がいけなかったのか？
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